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１．総合評価 

（１）継続の可否     ☑ 継続       □ 中止 

（２）修正の必要の有無  □ 修正の必要あり  ☑ 修正の必要なし 

 

２．総合所見 

ライダーと衛星情報から、エーロゾル・微量気体・雲物理量情報を得る本研

究は、同化技術を用いた数値モデルの高度化につながる重要な研究である。こ

れまで、ライダーからのエーロゾル解析技術の高度化と衛星のエーロゾル解析

に係わる基礎的研究が進められており、副課題１の進捗に遅れが見られる。 
今後の基盤的観測データとして活用が期待できるが、ライダー関連ではこれ

までにオゾン、水蒸気等多くのライダーが開発されているにもかかわらず、気

象業務に成果があまり見えていない。観測から得ようとしている物理量をどの

ように輸送モデルの検証や高度化につなげるのかの道筋も不明確である。 
今後、到達目標である輸送モデルの評価・検証を達成するためには、実際の

観測、観測結果の検証を急ぐ必要がある。検証を目指すターゲットとなるモデ

ル上の物理量やプロセスを明確に位置づけてより重点的に取り組むことや、重

要性並びに本研究期間終了までにまとまった成果の得られる見通しを判断基準

として研究項目に優先順位をつけて取り組むなど、効率的に研究を進めてもら

い、本研究の成果を他の所内研究課題や本庁業務へ波及できるようにしてもら

いたい。 

 
 


